
基準嗅覚検査
（ニオイの検査）

ニオイを感じた所

どんなニオイかわかった所

○目的・方法
嗅覚測定用のニオイ液を紙に浸し
てニオイをかいでもらいます。      
（写真１）

ニオイ液は５種類で７～８段階の
濃度があり、どの濃度でニオイを
感じるか、どんなニオイかわかる
かを調べることで、嗅覚を客観的
に数値で表します。（図１）

この検査は治療効果の判定をする
場合にも検査します。

写真1　基準嗅覚検査　

アリナミンというニンニクのようなニオイの薬を静脈に注射し、ニオイがするか
どうか調べます。また注射をしてからニオイを感じるまでの時間と、ニオイが続
く時間も調べます。
この検査は、嗅覚障害の治療の予後を判定する上で参考になります。　　　　　　
慢性副鼻腔炎やアレルギー性鼻炎などで、基準嗅覚検査のニオイがほとんどわか
らない場合でも、静脈性嗅覚検査でニオイを感じる事が出来れば、嗅覚障害は回
復する可能性が多いと言われています。　

※アリナミンの注射はまれに血管痛を起こす事があります。痛みがひどい場合は　　
お申し出下さい。　　　　　　　　　　　　　

静脈性嗅覚検査
（ニオイの検査）

ニオイの種類

図１ニオイの種類と濃度
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嗅覚脱失（まったくニオイはしない）

高度減退（ほとんどニオイはしない）

中等度減退（強いニオイはわかる）

軽度減退（ニオイはするが弱い感じ）

正常（ニオイを正常に感じる）
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